
平成17年度　試験研究（事後）評価整理表
整理表３ 試験研究機関名畜産試験場

所管グループ研究開発G

施策目標 研究課題分類 始期 終期

1

・多彩な農業
の展開
・先端技術等
を活用した高
度な技術の開
発

飼養規模拡大
方法および省
力管理技術の
体系化

乳用子牛の省力的群管理育成
技術の確立

乳用子牛の育成方法として、発酵乳の調製方
法及びその給与が発育等に及ぼす影響につ
いて調査し、発酵乳利用による育成技術の確
立を図る。

余剰初乳を発酵乳として調製、子牛へ給与し、
早期発育、繁殖への影響を調査し、併せて省
力化、コスト低減について検討する。

13 16 Ａ

発酵乳給与での乳用子牛の発育デー
タが明らかにされ、新たな設備投資も
なく、酪農家で実践可能な技術として
省力、低コストにつなげることができ
る。

評価
結果

注目される技術開発であり、大いに注目される。
目的を十分達成したと考える。
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